第14分科会　くらしの場
　欧米から遅れること数十年、ようやく日本でも「知的障害のある人が施設ではなく地域で暮らす」ということが「あたりまえに」政策課題としてとりあげられる時代になってきました。　

しかし、ガイドヘルプやホームヘルプサービスの利用抑制、グループホームとケアホームの分断、施設内退院支援施設の問題などに象徴されるように、現在の「地域生活のための自立支援」の体系と知的障害のある人が望む暮らしのあり方のあいだには、あまりにも深いへだたりがあるのではないでしょうか。

知的障害のある人の地域自立生活を願う私たちの思いが、障害者自立支援法という「お釈迦様の手のひら」で踊らされて終わらないためには、今こそ「本人が主体の生活とは」という「制度を超える構想」を確認しつつ、強力に｢制度を変える運動｣を展開することが求められています。　
基調講演　　知的障害者が「暮らす」ということ

　
重度の知的障害・自閉症のある中学三年生の息子がいるわが家では、支援費開始前から自立生活センターから派遣された「ヘルパーがいる暮らし」がはじまり、現在では月100時間以上のホームヘルプサービスをうけています。余暇活動があるときだけ時間単位で頼むガイドヘルパーとは違い、自立生活センターのヘルパーたちは、毎日最低５時間以上の「枠」で入り、合計月平均120時間を息子と過ごす「生活のパートナー」となっています。そして、思春期特有の激しい行動障害とエネルギッシュに生活を楽しむ生きる力をあわせもつ（それば表裏一体のものです）息子の「本人主体的の生活」にもはや欠かすことのできない「自立支援」であり、将来の息子の自立生活も、この「ヘルパーがいる暮らし」を基本に考えたいと思っています。
　これはたんなる「夢物語」ではありません。すでに北米においては、「ヘルパーをつけた知的障害者の自立生活」が、サポーテッド・リビング（援助付き自立生活）
という名前で制度化され、カリフォルニア州だけでも5000人をこえる本人たちが、施設でもグループホームでも親の家でもない「自分の家」で「ヘルパーがいる暮らし」をしています。そして日本でも、まだ絶対数は少ないとはいえ、東京のピープルファーストと自立生活センターグッドライフなどが、今ある制度をなんとか崩し使いこなすことで、サポーテッド・リビングに勝るとも劣らない地域自立生活支援を実践しているのが注目されています。

提言と話し合い
　午後はコーディネーターの武居さんのリードのもと、「知的障害のある人が地域で暮らす」ということについて、まず異なる立場のおふたりから提言をいただきました。
　富田さんは、神奈川県在住の知的障害のある本人であり、「一人ぐらし」と題して、現在の「自分の家」に住む「ヘルパーがいる暮らし」について、わかりやすくユーモラスに語っていただきました。一緒に暮らしていたお母さんが亡くなって最初に一人暮らしをしていたときはすごく寂しかった、というくだりでほろっとしたり、「結婚したいですか」という質問に「いろいろな人が好きになるから結婚はしません」という答えに大爆笑となったり、あっという間に持ち時間の30分が過ぎてしまった感じでした。
　続いてお話いただいた坪山さんは、名古屋で多くのグループホームを運営する社会福祉法人名古屋手をつなぐ育成会の施設長であり、「暮らしを支える支援」というテーマで、主としてグループホームでの支援について、パワーポイントを使った映像も交えてお話いただきました。新築の公営住宅や瀟洒な３DKマンションを２軒続きで借り上げた都会的なグループホームはなかなか素敵でしたが、障害者自立支援法以降ひとつのホームあたりの利用者の人数が増え、一方でひとりあたりの単価が下がり、今後利用者ひとりひとりの主体的な生活をどうやって支えていけばよいのかという訴えには、いろいろ考えさせられるところがありました。
制度を超える構想と制度を変える運動を
「持ち家比率が日本一」である富山県ということもあるのでしょうか、「自分の家で住む・ヘルパーのいる暮らし」という提起には、学齢期の親御さんを中心として予想以上に強い手応えがあり、終了後も長い質問の列ができたのは嬉しい悲鳴でした。
　今後については、この「構想」を現実のものとしていく「運動」が必要になるわけですが、まずは、現在はいわゆる全身性の身体障害の人たちに利用が限られている長時間の生活支援型のホームヘルプサービスの類型である重度訪問介護を知的障害者にも利用可能とすることができれば、その突破口も開けるのではないかと思います。
（早稲田大学文学学術院　岡部耕典）

�「手をつなぐ」０７年８月号「カリフォルニア事情」を参照してください。


� その実践やノウハウについては、ピープルファースト東久留米「知的障害者が入所施設ではなく地域で暮らすための本　　当事者と支援者のためのマニュアル」生活書院(2007)をどうぞ。





